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「第 29回美術科教育学会金沢大会の開催に向けて」
第 29 回美術科教育学会金沢大会実行委員会長

鷲山　靖（金沢大学）

　私事ではありますが，昨年末に東地区会と西地区会の研究会に参加いたしました。東地区会

は「つくる活動と創造的工作のゆくえ」，西地区会は「“ 三十歳 ” 目前の「造形遊び」を磨く」

が主題でした。「工作」や「造形遊び」の素晴らしさを再認識する実践報告が行われると共に，

資料や意見交換の場では「不振」といった時流を表す言葉が発露していました。これら２つの

研究会に参加して，図画工作科の屋台骨の一つである「工作」と「造形遊び」を虚像のように

感じたのは，私だけでしょうか。参加者全員が，図画工作科教育が長期に渡り抱える問題とそ

の危機を共有した研究会でした。こうした問題は，美術教育制度の運用上の問題なのでしょう

か。

　第 19 回鳴門大会（1997）が主題「図工・美術科教育の危機と美術教育研究の課題」を掲

げて 10 年経過しようとしています。私たち美術科教育学会は，文部科学省へ 2005 年 11 月

に教育課程における美術教育の発展に向けて請願書を提出しました。図画工作科・美術科・芸

術科美術・芸術科工芸は，制度上だけでなく，実践場面においても危機に瀕していることは，

紛れもない事実です。こうした危機的状況と私たち会員各自の教育や研究の領域は，何らかの

接点で密接に関わっています。美術科教育学会大会における口頭発表の一つの傾向は，鑑賞教

育研究の増加です。第 19 回鳴門大会（1997）における鑑賞に関する口頭発表は 4 件（全体

の約 8％），第 24 回鳴門大会（2002）は 11 件（全体の約 23％），第 28 回京都大会（2006）

は 20 件（全体の 25％）。こうした動向は，研究課題の趨勢を表しています。

　「工作」と「造形遊び」の不振，鑑賞に関する口頭発表の増加は，それぞれ美術教育と研究

の＜流行＞の一端であるとともに，「観る」「生む」といった美術教育の＜不易＞に関する根源

的な研究課題として捉えられるでしょう。第 29 回美術科教育学会金沢大会は「美術教育研究

の不易と流行」を主題に開催します。この主題は，第 28 回京都大会の主題「変革の時代と美

術教育」と石川誠氏（第 28 回京都大会実行委員長）の「ここで，一度原点に帰るということ

を試みたい」（学会通信№ 57）との思いを継承するものです。

　会員諸氏の美術教育の＜不易＞と＜流行＞に関する様々な口頭発表を願い，美術教育研究の

広がりと充実を目指します。

（次頁に，３月開催の金沢大会第三次案内があります。）
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第 29回美術科教育学会 金沢大会【第 3次案内】

美術科教育学会 金沢大会事務局代表　鷲山　靖（金沢大学）

金沢大会は 3月 25 日（日），26 日（月）に金沢大学教育学部で開催いたします。

大会テーマは「美術教育研究の不易と流行」です。

学会の原点を大切にします。口頭発表の申込と発表概要原稿提出の締切日をできる限り大会開催

日に近付けました。奮ってご発表下さい。

学術講演を開催いたします。講師は嶋崎丞（しまさき　すすむ）氏（石川県立美術館長・石川

県文化財保存修復工房所長・石川県七尾美術館長），演題は「加賀のものづくり」です。

どうぞ，早春の金沢においで下さい。皆様のご参加をお待ち申し上げます。

■会期：平成１９（2007）年３月２５日（日）〜２６日（月）

■会場：金沢大学教育学部（JR 金沢駅東口 93,94,97 番バス乗車，「金沢大学」バス停下車）

■大会テーマ：「美術教育研究の不易と流行」

■ 日程（予定）：口頭発表の申込数によって，若干変更いたします。

　　　　　3月 25 日（日） 午前：新旧理事会　午後 12 時 30 分から参加受付

午後 1時 00 分から 4時 40 分まで（開会行事，研究発表，学術講演）

午後 5時 00 分から（懇親会）

　　　　　3月 26 日（月） 午前 9時 00 分から（研究発表・総会）

■研究発表申込：通信№ 61，62 に同封の案内書一式をご覧下さい。

　　　　　　　　http://www.ed.kanazawa-u.ac.jp/~washi/　からもご覧になれます。

　・申込方法：申込書，返信用封筒 (長形 3号，２枚 )，返信用ハガキ (１枚 )を下記宛に郵送。

　・申込締切日：平成 19（2007）年 2月 2日（金）必着

　・郵送先：〒 920-1192　金沢市角間町　金沢大学教育学部美術教室

　　　　　　　　　　　　第 29 回美術科教育学会金沢大会事務局　鷲山靖

■参加申し込み方法　http://www.ed.kanazawa-u.ac.jp/~washi/　からもご覧になれます。

通信№ 62 同封の「郵便振替払込票」にて，参加申し込み及び参加費・懇親会費の払い込み

をお願いします。必要事項（用紙が不足する場合は同内容）をご記入の上，お振込下さい。参

加費は 5000 円，懇親会費は 4000 円（学割 2500 円）です。

　・口座番号：00780-2-94067（右詰）　　・口座加入者：美術科教育学会金沢大会事務局

　・通信欄：振込金額内訳□にレ印を，所属，住所，氏名（フリガナ）をご記入下さい。

　・参加申し込み期限：3月 15 日（木）

当日受付も行いますが，大会運営上，できるだけ事前にお申し込み下さい。

また，3月 15 日以降は口座に振り込まず，当日，受付にてお支払い下さい。

■情報交換の場：会場に展示コーナーを設けます。会員の出版物や情報発信に，ご希望の方は 1

月末までに開催事務局へご相談下さい。法人は有料とさせていただきます。

■宿泊等：事務局では扱いませんが，大学生協で紹介します。通信№ 62 同封の別紙案内書また

は下記ＵＲＬのサイトをご覧下さい。

※連絡・問合せ先　E-mail　washi@ed.kanazawa-u.ac.jp（鷲山）TEL 076-264-5584（鷲山）

※ 電話による連絡・お問い合わせはできる限りご遠慮ください。

※ 大会案内については http://www.ed.kanazawa-u.ac.jp/~washi/もあわせてご覧ください。
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美術科教育学会選挙管理委員会報告
開票結果と開票結果報告会

選挙管理委員会委員長　山田一美

　去る 8 月 26 日，本年度第一回定例理事会において，学会役員改選選挙に向けての選挙管理

委員長の選出と選出規定等の協議が行われました（学会通信 No.61 参照）。その後，選挙管理

委員会を発足させ，投票用紙の発送，開票，選出理事に対する開票結果の報告を行いましたので，

その概要を会員のみなさまにご報告致します。なお，選挙管理委員は次の5名です。山田一美（委

員長），岡崎昭夫（前委員長），仲瀬律久（理事），新井哲夫（理事），相田隆司（正会員）

１．投票用紙の郵送

　2006( 平成 18）年 10 月 11 日，会員 578 名（2006 年 8 月 31 日現在のもの）に対して投

票用紙を郵送。内訳は国内会員 574 名，国外会員４名（大韓民国２，中華民国２）。投票の締

切日は，2006( 平成 18) 年 11 月 10 日（金）消印有効である。

２．開票結果

 開票日時：2006( 平成 18）年 11 月 18 日（土）午後 1:30 ～ 7:15

 開票会場：東京学芸大学美術教育演習室

 出席者　：選挙管理委員全員（5 名）

　投票用紙の郵送総数 578 通のうち，宛先不明による返送分 29 通を確認して除き，次に投

票総数 158 通（578 通郵送，27.3％）を確認した。ちなみに，前回 2003 年選挙は，投票総

数 167 通（27.8％）であった。投票総数 158 通の中から投函の締切り期日を過ぎたもの及び

8 名以上の記載のあるもの計７通を除き，最終的に 151 通を有効投票として認定し，得票数

の集計作業に入った。集計は複数人により 2 回行い，理事選出規定に基づき 15 名を選出し当

選者を確定した。最後に，立会人仲瀬律久理事の承認と署名を得て開票を終了した。11月20日，

委員会は当選理事に「当選通知」を郵送し，新理事就任の要請に対する受諾通知を 15 名全員

から受理した。この度の選挙で選出された理事は次の方々である。（あいうえお順，15 名）　

　新井哲夫，板良敷　敏，岩崎由紀夫，岡崎昭夫，金子一夫，花篤　實，柴田和豊，直江俊雄，

　仲瀬律久，長田謙一，永守基樹，橋本泰幸，福本謹一，藤江　充，山田一美。

３．開票結果報告会

　選挙管理委員会は開票結果を報告するため，選出理事を招集した。日時は，2006( 平成 18）

年 12 月 26 日（火）午後 1 時～ 4 時 30 分，場所は東京学芸大学である。出席者は 13 名（公

務欠席 2 名，選挙管理委員長・前選挙管理委員長を含む）。選挙管理委員長による開票結果の

報告会終了後，続いて選出理事による会合が開かれた。ここで，次期学会代表理事及び補充理

事の選出等について討議され，次期学会代表理事として藤江　充 氏（愛知教育大学）が互選

された。また，副代表理事及び補充理事等の選出については，藤江氏に一任された。



報告　第 14回東地区会＜美術教育フォーラム in 東京学芸大学＞

　　　　日　時：200612 月 2日（土）14:20 ～ 16:45
　　　　会　場：東京学芸大学創立 20周年記念飯島会館
　　　　テーマ「つくる活動と創造的工作のゆくえ」

美術科教育学会通信 No.63-4

　はじめに，副代表理事の増田金吾さんから美術教育の今日的な課題や方向に触れた挨拶をし

ていただき，第Ⅰ部の実践報告，第Ⅱ部のパネル・ディスカッションへと進んだ。

　第Ⅰ部で多摩市立北貝取小学校の岩崎裕さんは，「動く仕組み」（４・６年生）の実践を中心に，

恐竜などが動く装置を使った作品や東南アジアの民芸品の原理を用いた作品を，ビデオ映像を

使って紹介された。次に，学芸大学こども未来プロジェクト研究員の山田修平さんは，つくる

活動と遊びに関わる実践を紹介。プロジェクトは大学と ( 株 ) おもちゃ王国による産学共同研

究事業の一つ。山田さんは発達や社会性を学ぶうえで欠かせない遊びに着目し，質の高い題材

の開発と指導法を研究中。「新聞紙でつくる構造体」（新聞紙を細く丸め，構造材をつくり，立

体に構成していくワークショップ）などを報告。最後は，ものつくり大学製造技能工芸学科（平

井研究室）３年在籍中の吉田香織さんによる「教育教材のためのルーブ・ゴールドバーグマシ

ン」の報告。吉田さんは，フジテレビで放送中の「めざましテレビ」の企画アドバイザーとし

て活動中。このマシンの製作が「モノをつくるために必要なプロセスを効率的に学習する」の

に大いに役立つことをあげ，学校教育においてつくる活動への可能性を示唆した。

　第Ⅱ部は，佐藤賢司さん（大阪教育大学），鷲山　靖さん（金沢大学），宮脇　理さん（東地

区会統括理事）の三氏によるパネル・ディスカッション。工作・工芸・つくる活動，ものづく

りをベースに，過去・現在・近未来を見据えて発言していただいた。以下，前半のみの紹介。

佐藤賢司さんは，美術教育への広がりの視点や，美術の教員養成に関わる絵画・彫刻・デザイ

ン・工芸・鑑賞という区分の妥当性，デザインや工芸の独自性の検討を通して，様々なねじれ

が工作や工芸を考えるうえで困難な状況を生み出していることを指摘する。造形遊びがもつ身

体の感覚を外化させていくプロセスと，具体により世界を成立させる工作・工芸との共通性を

見すえ，工作や工芸で実現される意図や営みが美術教育全体を拡大していく大きな力とる可能

性を，またその枠を拡大していくことの意味を論じられた。

　鷲山　靖さんは，「神なき知育は知恵ある悪魔をつくる」という言葉を引用し，学校が悪魔

を育てる場とならないよう工作・工芸のあり方を提唱。科学的・芸術的・哲学的側面からの検

討を踏まえつつ，「動く」「仕組み」などを学習指導要領の変遷を分析し，昭和 43 年をピーク

に授業で取り上げられにくくなる経緯を指摘。また，大学での授業「牛乳パックカー」を披露

し，前半の報告とリンクさせて，工作とゴールとの関係，条件や目的などに話がふくらんだ。

　宮脇　理さんは，「つくる活動や学習」の基点を取り上げる。ルードリッヒと同時代の北ヨー

ロッパの工作教育，「責任の持てる教育」の原点，「つくる教育」に着目したフィンランド，そ

してウノ・シグネウス。そこには「責任の持てる教育」があり，「フォーク・クラフト」があっ

た。手渡しの教育，長い年月をかけてつくりあげる教育には，いろんな要素が入り込む。忍耐，

自立心，体力，思考力。子どもはものをつくりながら，知らず知らずに，高まるハードルを自

らクリアしていく。学校教育は，責任の持てるものを媒体にしない限り解体してしまう，と説

得力ある論説を展開された。　　　　　　　　　　　　　（文責：東京学芸大学　山田一美）



報告　第 12回西地区会＜研究発表会 inOsaka ＞

　　　　日　時：2006年 12月 23日（土）12:20 ～ 17:50
　　　　会　場：大阪教育大学天王寺キャンパス中央館 2F215 大講義室B
　　　　テーマ「〈30歳〉目前の「造形遊び」を磨く- Do( 行為 )，現在性，出会いと陶冶」

美術科教育学会通信 No.63-5

　2006 年末，北海道から九州まで 71 名の有志を得て西地区会を開催した ( 文科省奥村高明
教科調査官も一般参加 )。花篤實氏 ( 西地区会統括理事 ) の挨拶の後，第 I 部では < 先達への
ロング・インタビュー > として，三澤正彦氏 ( 大阪市立南小校長 ) と今西榮氏 ( 門真市立北巣
本小教頭 ) を招き，1960 年末から 70 年代にかけての画像 ( 池水慶一氏と The Play の活動，
劇団維新派，Do の会教育実践など ) を交えて，若き日の実践，美術教育行政などについて語っ
ていただいた。
　第 II 部では，< 各校種教員として日々感じている想いからの考察 > として４人の発表を持っ
た。宇田は，｢ 第 5 回西地区会 < 研究発表会 in 奈良 > の成果と ｢ 造形遊び ｣ に対する < 批評
的論述 >｣ と題して，学習指導要領上の ｢ 造形遊び ｣ の定義の確認，那賀貞彦，金子一夫両氏
の批評的論述をふまえた “ 彫琢 ” 項目の提示をした。岡田陽子氏 ( 河南町立石川小 ) は，｢｢ 造
形遊び ｣ をふりかえる ｣ と題して，小学校での図工科実践と中学校の選択授業や地域での取り
組みを紹介しながら，その長所や小中連携のあり方について述べた。人見和宏氏 ( 大津市立粟
津中 ) は，｢ 中学校美術教育に生かす造形遊びのエッセンス ｣ と題し，その特徴を分析し，中
学校での題材を紹介しながら，具体的な生かし方について述べた。吉田貴富氏 ( 山口大 ) は，
｢ 振りすぎた振り子－図画工作科 ( 美術教育 ) を脱構築した ( するはずだった？ ) 造形遊びを脱
構築する ｣ と題し，現状の整理，高学年拡充の問題，大学での対応，今後に向けての提案など
について発表した。
　発表の後，指定質問者の尾西啓充氏 ( 生駒市立生駒南第二小 )，十林真紀子氏 ( 和歌山市立
有功中 )，竹本封由之進氏 ( 大阪大谷大 ) 及びフロアーからの質問・意見をふまえて，討議会
を持った。現状認識，評価，小中連携，興味・関心と基礎・基本，子どもと教師の意識，領域化，
ダイナミズムなどについて，予定時間を超過しての活発な意見交換が行われ，最後に，福本謹
一氏 ( 兵庫教育大 ) が，まとめと今後の展開を示唆した。活発な意見交換がありながら，司会
の不手際で十分に整理できなかった部分については，今後の記録作成でカバーしたいと考えて
いる。
＊当日配布した『概要集 (A4 版全 82 頁 )』の残部があります。送付希望の方は，以下のも
のを同封し，宇田まで申し込み下さい。１. 現金 800 円 ( 概要集一冊分 )　現金書留でなくて
よい ( 少し厚手の紙を２つ折にし，その中にテープで硬貨を固定し，普通郵便やメール便な
どで，どうぞ )。２. 概要集送り先の < 郵便番号，住所，氏名 > を明記した紙。< 申込先 >　
630-8528 奈良市高畑町　奈良教育大学 美術科教育第 2 研究室　宇田　秀士

文責：宇田秀士 ( コーディネーター / 奈良教育大学 )

写真左：会場の様子

写真右：研究発表者

　　　　( 左から岡田，人見，

　　　　  吉田の各氏 )
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美術科教育学会　研究部会の活動報告（1）

今号から二回に分けて，美術科教育学会の研究活動の促進のために設置されている各研究部会の活

動について各部会を代表する学会会員にご報告いただきます。今回は，「工作・工芸領域部会」と　

　「アートセラピー研究部会」についての報告です。報告された各部会の活動内容に関心をお持ちの

方は，部会代表に今後の活動予定や入会の方法についてお問い合わせください。

●工作・工芸領域部会活動報告
部会代表：西村俊夫（上越教育大学）

工作・工芸領域部会は「工作・工芸教育そのものの問題は勿論のこと，様々な工芸分野の専門領域

や，現代の工芸の問題，或は工作・工芸をめぐる環境などの多様な視点の問題を，工作・工芸教育に

関わるものとして考えていくことを目的」として設立した。部会の名称に「教育」の言葉が入ってい

ないのは，多様な工芸に関わることを前提にしていること，そして教育の問題を教育の内部だけで語

るのではなく，「外部」の視点からも問題としたかったからである。そのため，あまり対象領域を限

定せずに，様々な見解を自由に交わせる場として，長く活動していける部会づくりを目指してきた。

主な活動としては「部会通信」の発行と情報交換を行ってきた。「部会通信」は諸般の事情により現

在発行を休止している。

昨年の美術科教育学会京都大会のコロキウムで「工作・工芸の視点からこれからの美術教育を考え

る」というテーマで，部会員の基調報告をもとに部会発表を行った。このコロキウムで「美術」，「工

作」，「工芸」という概念の再考を行い，さらにこれらの概念の「周縁」や「外側」から見えてくるこ

れからの美術教育のすがたついて考えた。多くの意見が寄せられ工作・工芸分野に対する期待が大き

いことも，また課題が大きいこともわかった。今年度は，昨年の部会発表のテーマについて継続的に

研究活動行い，年度内に研究会を開催する予定である。

●アートセラピー研究部会の活動報告
部会代表：長谷川哲哉（和歌山大学）

2002 年に設立された本研究部会は，これまで年一度研究会を開催し，部会通信を年一回発行してき

た。また春の学会研究大会では研究部会に発表の場が与えられることもある。ちなみに 2006 年３月

の京都大会では各「研究部会コロキウム」が開催され当部会もコーナーを設けた。部会通信は第５号

までを発行している。４号（05・３・31 発行）は８頁，５号（06・6・30 発行）は 16 頁で充実した

内容を誇っている。2006 年度の研究会は福岡教育大学で 9 月 16 日に開催され，そのメインは同大の 

宮田正和教授（心療内科・臨床心理士）による  「アートセラピーに関する特別講義とワークショッ

プ」であった。3 時間以上に及び参加者も 20 名を越えて盛況であった。その内容は，1. アートセラ

ピーの概念・歴史・効果の概説，2. アートセラピーとしての箱庭療法やコラージュ療法の理論と実際

，3. 参加者による箱庭療法の体験的実践，以上であった。体験者は自己自身の精神の状況や傾向を知

るきっかけを得た。アートセラピー研究部会は来年度も夏季に開催を予定している。
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研究紹介
西洋宗教画を愉しむための鑑賞題材開発

　　　　　　　　　　　　　　　　                    岡田 匡史（信州大学）

　8 年前に書いた拙稿「読解的鑑賞の提案 -「放蕩息子」6 点を読む -」辺りを一契機とし始めた，

キリスト教ベースの宗教画を扱う鑑賞題材開発の，現在進行中の内容とそこに至った経緯・背

景に関し少し記させていただこうと思います。

　西洋宗教画は，アメリカ現代美術の影響を被り，当範疇で絵画の研究 + 制作に勤しんでいた

20-30 代初めの時期，実のところ最も縁遠く不得意な分野でした。修士研究の主題とした F. ス

テラ（Frank Stella）の，“The Charles Eliot Norton Lectures”連講（ハーバード大学／1983-84年）

をまとめた『Working Space』Harvard University Press には，予想と違い，ルネサンス - バロッ

ク期の絵が幾つも載っていました。が，当時の視野は狭く，ウフィツィ展示室の図版を眺めても，

S. マルティーニ（Simone Martini）の祭壇画のフランボワイヤン型ゴシック聖堂を模す額縁と

かをシェイプト・カンヴァスに結びつけるのがやっとであり，また，ブロンツィーノ（Bronzino）

とカラヴァッジョ（Caravaggio）の裸童を描く絵2枚のタイトル，「Saint John the Baptist」がさっ

ぱり解りませんでした。辞書を引くと「洗礼者ヨハネ」とありましたが，それでも恥ずかしな

がら理解不能でした。前のめりの戦略的な現代美術の領野内に，そのような絵画史を振り返る

姿勢，と言うか西洋宗教画が普通に芽吹く視野があるのかと驚き，経験したことのなかったス

テラ的視野を憧れました。

　『通信』no.62 の文献解題で，和田咲子氏は若桑みどり『イメージを読む - 美術史入門 -』を

選び，「西洋絵画を読み解くための基礎となる原典，たとえば聖書やギリシャ神話などの文献

は，われわれにとって身近な本とは言えず，簡単に頭に入るものでもない。」と記されましたが，

尤もと頷けます。幸い少しして聖書に接する機会があり，以来ずぅっと読み続ける愛読書となっ

てからは，何と S. マルティーニ < 聖告図 > も洗礼者ヨハネもよく解り，前は晦渋さ漂い敬遠

したくなった宗教画を，今は絵本を読む感覚で観て愉しめるようになりました。

　洗礼者ヨハネがキリストに洗礼を施す情景を描く，ヴェロッキオ + レオナルド（Verrocchio- 

e Leonardo da Vinci）の絵を例に挙げましょう。その絵はマタイ福音書の数行（3 章 16-17 節）

を知っているだけで，‘ 鳩 = 聖霊，開いた手 = 神 ’ と読みが深まり，三位一体主題も察知でき，

その上で名状しがたき奇蹟的描写と言いうる，若きレオナルドの手に成る天使像を堪能できた

りもします（山木朝彦・仲野泰生・菅章編『美術鑑賞宣言－学校 + 美術館－』日本文教出版所

収の拙稿「西欧絵画の鑑賞のポイント」pp.94-95. 参照）。

　かような ‘ 眼から鱗（使徒言行録 [ 新約聖書 ]9 章 18 節参照）’ の体験を子どもたちにも知っ

てもらいたい思いが募り，鑑賞領域で実践を拡げようと考えていた折，長野市の鍋屋田小で，

西澤剛教諭（現須坂市立豊洲小教頭）の協力を得，長坂コレクションで構成する展覧会：《天

使がいた時代》（長野県信濃美術館／ 2003 年 7-8 月）を観る，「西洋絵画をもっと知ろう」と

題した授業を行う機会を得ました。本展はバロック期宗教画が多く好適でした。そこでテキス

トの知悉を念頭に置き，事前学習で福音書記事を要約したプリントを配り輪読しました。話を

皆よく理解し，会場で絵はもう難解ではなくなっていました。

　プリントは次のように始まります（実際は全漢字にルビ振り。1.-22. の内，3. まで）。
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< ☆知っておこう ! ヨーロッパの絵，とくに宗教画というのは，「読書感想画」，つまり，「お

話の絵」です。だから，お話を知っておけば絵のことがよくわかります。そこで，このマル秘

資料をもとに，展覧会へ行く前に，聖書のお話を知っておきましょう。1. オギャー，オギャー !! 

イエスが生まれました。お母さん = マリヤ，お父さん = ヨセフ ( でも，聖書にはほんとうのお

父さんは神様 ??? だと書かれています )。ヨセフは大工さんでした。2. 天使が，夜も野で寝ず

に働く羊飼いたちに，イエスが生まれたことを知らせました。3. 羊飼いたちは，「すごいニュー

ス !」とドキドキしながら大喜びし，イエスに会いにやってきました。…>

　降誕図が踏まえるのが当箇所であり，本展目玉の H. クレルク（Hendric de Clerck）「羊飼い

の礼拝」を味わう基底となるものでした。

　ところで，子どもの作品はその子の人格的分身ですから，皆で作品を観合う場合，厳正だが

傷つけもする批評的態度よりも，よさを捜し尊厳を認める寛容的受け止めが大切となります（よ

さを見つけられる力も創造性の一部です）。附言すると，クラスメート間に友情・信頼関係を

育む学級経営はそうした相互鑑賞を成立させる必須条件ですから大事です。話を戻しますが，

今記したことは違いを越え理解し合うべき国際間にも言えることです。日本とキリスト教圏

（一般には欧米）が平和な協調関係を築くべく双方の文化を知ることは価値ある方略の 1 つで

す。いみじくも『中学校学習指導要領』第 6 節美術には「美術を通した国際理解を深めること」

とあり，上述内容は日本からのアプローチの 1 つに捉えうると考えています。

　鑑賞領域で今取り組もうとしているのは，美術を通した国際理解を柱とし，聖書を想源とし

未曾有の発展を遂げえた西洋宗教画を系統的に理解するのに益すメソッドを開発することで

す。‘ 絵 - テキスト ’ の往還を図り，かつ，1 枚の絵に描かれた種々モティーフ（ex. 林檎・葡

萄・百合・薔薇・魚・鶸・子羊・星・パン・ワイン・球・本・虹・剣…）を節点（node）とし，

そこから他の絵へと続々リンクを張りながら，図像象徴の知見を多角的・重層的に得つつ，最

終的には宗教画ネットワークなるイメージを造り上げられるようなプランを構築したく思いま

す（塩入広樹君 [ 信州大院 2] のように鑑賞題材を Digital Game でプログラム化できたら凄い

のでしょうが…)。さらに可能なら，受難とかを共通項とし，描写性豊かな J.S. バッハ（Johann 

Sebastian Bach）の諸曲と西洋宗教画を結ぶプランも練ろうとしています。

　モティーフで絵と絵をリンクするというのは，1999 年 4 月に始め，現在通算 88 回を数え，

次回分準備中の，長野県カルチャーセンター講座「西洋絵画の愉しみ」でだんだん定まりました。

それを ‘ キーワード鑑賞 ’ とか ‘_ ぐメソッド ’ と呼んでいます。或 1 つの語で様々な絵を関係

づける手法は，例えば薔薇（若桑みどり『薔薇のイコノロジー』青土社），シャボン玉（森洋

子『シャボン玉の図像学』未來社），髪（高橋裕子『世紀末の赤毛連盟 - 象徴としての髪 -』岩

波書店）と，美術史研究だとオーソドックスであり，鑑賞教育でも手応え・可能性を感じます。

さて最後に本について。聖書は言うまでもなく必読書。柳宗玄・中森義宗編『キリスト教美術

図典』吉川弘文館は変わらぬ座右の銘ですが，近年出された石井美樹子『聖母のルネサンス -

マリアはどう描かれたか -』岩波書店も参考箇所豊富な本で，一読をお勧めします。表紙を飾

る R. カンパン（Robert Campin）「メローデ祭壇画」は大好きな絵ですが，そこへ沢山の絵をくっ

つけるなら，かなり系統立った鑑賞題材ができるのではなかろうかと想い描いています。

　しかし，牛歩遅々たるあり様。先行研究も定かでなく手探りで進めているような感じなので，

皆様よりアドヴァイス・ご指導賜りたく切に望む次第であります。皆様との意見交換・話合を

願い切磋琢磨を望むと共に，どうかいろいろ教えてください。
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文献解題　学術文献の紹介と解説 ❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊　　

❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊

　本書は，美術鑑賞にかかわる発達的特徴について，比較文化的視点から解明を進めて従来の

発達理論を再考し，レパートリーの観点から新たな発達理論の構築を試み，さらにその発達的

知見に基づいて鑑賞学習の支援ツールを開発し，有用性と課題を検証したものである。

　本書の特徴として次の三点をあげたい。一つは，独自に調査方法を開発し，その国際調査分

析から美術鑑賞にかかわる発達理論を再考している点，二つめは，発達段階論を補完する新た

な理論としてレパートリー理論のモデルを独自に構造化している点，三つめは，レパートリー

理論を活用して美術鑑賞学習の支援策を具体化し，その効果を検証している点である。

　まず序章と第 1 章では，先行研究を再検討して鑑賞の定義を問い直し，鑑賞の発達研究方

法の成果と課題を明確化するとともに，パーソンズ (Parsons,M.) とハウゼン (Housen,A.) の発

達段階モデルを比較検討し，発達の研究方法の方向性を提起している。そして第2章では，パー

ソンズの発達段階モデルを指標にして美的感受性の発達を測定する方法を開発し，美術鑑賞の

発達を再考しつつ，その方法の信頼性と妥当性を検討している。さらに第 3 章は，日本，台湾，

米国での比較調査から，美術鑑賞の発達的特徴の変化や文化的な関係の解明を試みている。そ

の結果，パーソンズの仮定した発達の指標のみでは十分に説明できない多元的な現象を指摘し

た。つまり，同じ発達段階に 位置づけられる事例内でも，鑑賞行為そのものには多様な状況

が認められ，単線的な発達段階論の限界を明らかにしている。

　以上の考察をふまえ，本書では個人の発達状況における多様性を詳細に説明できるモデルと

して，レパートリー理論を構造化し，その妥当性を検証している。第 4 章で，鑑賞スキルの

観点と関連させた鑑賞レパートリーの理論的枠組みを提示し，それにかかわる課題や定義の問

題を検討するとともに，発達段階の推移とレパートリーの関係を考察している。特に累積する

レパートリーや選択肢としてのレパートリー，そして複合型のレパートリーに関する概念は，

従来の発達段階論での発達的特徴の変容に対して新たな解釈を加えるものである。本書では，

最終的に第 6 章でレパートリー理論のモデル構造を明確化し，第 7 章でその妥当性を量的分

析と質的分析の両面から考察し，レパートリー理論が鑑賞活動という構造化されにくい複雑な

状況を説明する柔軟な発達モデルであることを検証している。

　さらに，レパートリー理論を活用した美術鑑賞学習の支援策を具体化し，その効果を検証し

ている。新たに構築したレパートリー理論に基づき，美術鑑賞におけるスキルを効果的に習得

する学習ソフト『アート・リポーター』を独自に開発している。第 5 章で『アート・リポーター』

の開発過程と成果，課題を検討し，第 6 章でソフトによる 鑑賞文を分析して鑑賞レパートリー

の構造を根拠づけるとともに，鑑賞文の分析基準としての活用策を具体化している。さらに第

7 章で，多様な鑑賞レパートリーのためのスキル習得に関する『アート・リポーター』の効果

と課題を考察している。

　なお，本書は平成 18 年度科学研究費補助金 ( 研究成果公開促進費 ) による刊行である。

石崎 和宏 (宇都宮大学 )・王 文純 (博士 (芸術学 ))

石崎 和宏・王 文純 著

『美術鑑賞学習における発達とレパートリーに関する研究』
　風間書房  2006 年 11 月刊行  ISBN:  4-7599-1595-8  価格 9,450( 税込 )
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　　平成１８年度も残すところあと１ヶ月あまりとなりました。会員の皆様におかれましては

ますますご活躍のことと存じます。

◆新入会員の紹介　
　安部　順子（神戸大学大学大学院総合人間科学研究科），駒田　賢一（聖和大学），

　立川　泰史（東京学芸大学附属小金井小学校），佐々木　達行（宮崎大学），

　三桝　正典（広島大学附属東雲中学校），平野　英史（東京学芸大学大学院教育学研究科），

　澤本　芽（本山町立本山中学校），石賀　直之（横浜国立大学教育人間科学部附属横浜小学校）

【平成 19 年，1月 31 日までに手続き完了】
◆住所変更の届け出のお願い
　異動等により４月から住所が変わられる方々は，住所変更の届け出をお忘れにならないよう

にお願いいたします。一昨年度より，郵送にかかる経費の節減をはかるため，事務局からの送

付物は一部のものを除いて宅配業者のメール便を利用しております。そのため，郵便局に転送

の手続きをしていただいておりましても，郵送物がお手元にお届けできません。ご面倒ですが，

必ず下記宛にファックスまたはメールにて住所変更のご連絡をくださいますようにお願いいた

します。

　　　住所変更等の連絡先　　Fax：０８８ー６８７－６６３６

　　　　　　　　　　　　　　E-Mail：yyamada@naruto-u.ac.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　美術科教育学会事務局　会員管理担当　山田　芳明　

◆学会費の納入の確認のお願い
　これまでにもお知らせしておりますが，昨年度末より事務局からの郵送物の宛名ラベル右下

に，学会費の納入状況を明示させて頂いております。

　なお，平成１８年度までの会費が全て納入されている方は “ ０” になっています。また，既

に次年度以降分までの会費を振り込んでしまわれている場合には，マイナス表示になっており

ます。（例 － 8000：これはすでに１９年度分までの会費を払っておられるということです）

　会員の皆様には年度当初の会費納入をお願いしておりますが，平成１７年度以前も含めて会

費が未納の方々もいらっしゃいます。各自の納入状況表示をお確かめいただき，まだお振り込

み頂いていない方につきましては，早急にお振り込みくださいますようにお願い致します。

　振り込みにあたっては，郵便局備え付けの青文字の用紙に下記の口座記号番号及び加入者名

を記入してご利用ください。

　学会費を滞納されておられる場合には，学会発表や論文投稿などができない場合がございま

す。さらに，学会費を２年分以上滞納なさいますと強制的に退会扱いとなってしまいます。十

分ご注意ください。

　

　　　学会年会費　郵便振込先
　　　　　口座記号番号：　01610-9-111229　　　加入者名：　美術科教育学会

事務局より


